
 

補助事業番号：21-01-080 

補助事業名 ：平成 21 年度 文化財保存に関わる研究者の養成補助事業 

補助事業者名：財団法人 中近東文化センター 

 

１.補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 トルコ共和国の中央部に位置するカマン・カレホユック遺跡には、古代オリエント世

界の歴史そのものが凝縮されている。この遺跡における発掘調査を通し、世界の共有財

産である文化財遺産の発掘調査、修復、保護を実践することにより、世界の考古学、歴

史学に寄与するのみならず、グローバルな視点に立った日本の文化行政を考えることの

できる研究者を養成し、もって公益の増進に寄与する。 

（２）実施内容 

ア. 考古学の発掘調査を通して「文化財保存」若手研究者の養成（現地） 

 平成 21 年度の出土遺物、遺構の保存、修復に関する研究者養成は、第 24 次カマン・

カレホユック発掘調査と併行して行なった。発掘調査は、6 月から 8 月までの 2 ヶ月間

であり、「文化財保存」の研究者養成は、その発掘期間中および 9 月から 11 月の建築遺

構を保存する作業の２期に分けて行なった。遺跡においては、10mx10m の発掘区を、北区

において 6個、南区において 14 個、計 20 個の発掘調査を実施し、その後、遺物の整理・保存

修復等の作業、発掘した遺構の保存作業等に入った。なお当年度も、現地において考古学フ

ィールドコース（第 1回：7月 20 日〜8月 1日／第 2回：8月 3日〜8月 15 日／第 3 回：

8 月 17 日〜8 月 29 日）を開催し、総勢 10 名の学生が参加した。期間中、学生、若手研

究者らは発掘現場で調査を実際に行ないながら、直接専門家の指導を受け「文化財」の

取り上げ、保存、修復に関する技術を習得に努めた。また、キャンプ内においても専門

家による修復等に関する講義が集中的に行なわれた。作業終了後は、キャンプのミィー

ティングルームで専門家を交えて、各自の報告、討論が行なわれた。 

 イ.トルコ調査報告会・研究会の開催 

 平成 22 年 4 月 3日、4日に開催された 2009 年度トルコ調査報告会・第 20 回トルコ調査

研究会では、平成 21 年度に行なった発掘調査、保存修復に関連する研究発表が行なわれ

た。この報告会・研究会は、広く一般に公開しており、学生、若手研究者、一般から多く

の参加者があり、活発な討論が行なわれた（3日:参加者 200 名/4 日:参加者 75 名）。初日

は、第 24 次カマン・カレホユック発掘調査報告、第 1 次ヤッスホユック発掘調査、第 1

次ビュクリュカレ発掘調査、ドイツ・イスタンブル考古学研究所から招聘したアンドレア

ス・シャハナー博士の講演、二日目は、前年度発掘調査、本補助事業に参加した若手研究

者の研究発表があった。 

（３）成果 

 ア. 考古学の発掘調査を通して「文化財保存」若手研究者の養成（現地） 
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 準備作業、発掘調査、整理作業と約６ヶ月間に渡って行なわれた本補助事業の現地での

活動では、実際に出土した遺物—土器、青銅製品、鉄製品、土製品、石製品、獣骨、人骨、

コイン等—、建築遺構の保存、修復等、指導内容は多岐に渡った。特に、発掘現場では緊

急な保存処理等が要求される遺物、遺構が出土した場合を常に想定しながら、参加者には

専門家による指導が行なわれた。発掘現場における遺物、遺構の保存に最良の方法は決し

て一様ではなく、その場で臨機応変に判断し，対処しなければならないことが多いことを

考慮し、それに即した指導を行えたことは、参加者の将来にも大きな意味を持つものと考

える。 

 イ. トルコ調査報告会・研究会の開催 

 平成 22 年 4 月 3日に開催された報告会では、第 24 次カマン・カレホユック発掘調査報

告、イスタンブル・ドイツ考古学研究所から招聘したアンドレアス・シャハナー博士の講

演、4 日の研究会では、前年度発掘調査、本補助事業に参加した若手研究者の研究発表が

あった。 

 初日のアンドレアス・シャハナー博士の講演会では、ドイツ隊によるトルコ、ボアズキ

ョイ遺跡の調査と、その調査研究により近年新たに見えてきた問題点を浮彫りにした。さ

らにヒッタイト帝国の首都ハットゥシャの新たな歴史復元をもとに、この都市の発展を論

じた。講演の最後には、参加者から多くの質問が寄せられ、意見交換の場を持った。国内

の学生、若手研究者はもとより、参加した多くの研究者にとって、海外の研究者による最

新の情報を得、意見を交わすことができたことはたいへん有意義であった。二日目の研究

会では、「出土遺物の化学分析」「当時の気候変動、地震断層」などに関しての研究成果が

発表された。また、考古人類学のベロニカ・ハント氏によるカマン・カレホユック出土の

人骨についての研究が報告された。これらの報告をもとに活発な討論ができたことは、若

手の研究者にとって貴重な経験であり、この経験が今後の研究にも反映されるものと考え

る。また、海外からの研究者との意見交換も大きな刺激になったと思われる。 

 

2.今後予想される効果 

 ア. 考古学の発掘調査を通して「文化財保存」若手研究者の養成（現地） 

 現在、発掘調査に関連した「文化財保存」は、あくまでも付随的なものであり、それほ

ど重要視されていなかったのではないだろうか。また、その専門家を養成するにあたって

も、多くの場合は発掘現場と切り離された形で行われており，現地で長期間に渡って研究

者を養成するということは行なわれてきていない。その点からいっても本補助事業は、「発

掘調査」、「文化財保存」が完全に一体化したものであり、今後の日本における「文化財保

存」に強く影響を与えるものと考えている。 

 イ. トルコ調査報告会・研究会の開催 

 この二つの会は、前年度の成果と今後の課題を一般に報告すると同時に、現在の「文化

財保存」にとっての問題はどのような点なのか、それを解決するための方法は何なのか等
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を研究者と討論する場でもある。海外から招聘する研究者、国内の若手研究者、学生らと

二日間に渡る討論を行うことは、カマン・カレホユック発掘調査において「文化財保存」

を進める上で一つの指針となっている。 

 

3.本事業において作成した印刷物 

 JAPON ANADOLU ARKEOLOJİ ENSTİTÜSÜ 現地報告用パンフレット 

 

4.事業内容についての問い合わせ 

団体名称： 財団法人 中近東文化センター 

（ザイダンホウジン チュウキントウブンカセンター） 

住  所： 181-0015 東京都三鷹市大沢 3-10-31 

代表者名： 理事長 阿部 知之（アベ トモユキ） 

担当部署： アナトリア考古学研究所（アナトリアコウコガクケンキュウジョ） 

担 当 者： 研究員 吉田 大輔（ヨシダ ダイスケ） 

電話番号：  0422-32-7111 

F A X   ：  0422-31-9453 

E-mail ： tokyo@jiaa-kaman.org 

U R L  ： http://www.jiaa-kaman.org/ 


